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令和６年度 岩手県立久慈工業高等学校経営計画 
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１ 

現
状
把
握
及
び
将
来
展
望 

 生 徒 保護者 地域住民 進路先等 

(1)学校に対す 

るニーズ 

・進路希望の実現 

・基礎学力の向上 

・わかる授業の展開 

・資格取得 

・特別活動の充実 

・生徒理解 

・進路希望の実現 

・学校からの適確な 

情報提供 

・基本的生活習慣 

・生徒の活躍 

・安全安心な学校 

・開かれた学校 

・生徒の活躍 

・地域の復興発展 

への寄与 

・服装・挨拶マナー

の徹底 

・望ましい職業観や

勤労観 

・社会人基礎力 

・確かな基礎学力 

・生徒会・部活動の 

充実 

(2)パートナー 

との関係 

・自主的な教育活動

への参加 

・教育活動の情報発

信 

・教育活動への協力 

・教育活動の情報発

信 

・教育活動への協力 ・キャリア教育を通

した連携 

・地域との連携・協

力 

(3)学校に影響 

を与える変

化 

□久慈工業高校の最後の年度    □統合新設校の準備 

□多様化する生徒への対応と対策  □情報モラル教育の必要性 

□東日本大震災津波からの復興 

２ 校訓・教育目標 

（１）目指す学校像 「生徒の輝く姿が見える楽しい学校」 

      「久慈工プライド」を持った生徒の育成 

（２）校    訓 「敬愛礼節 協調団結 技術錬磨 積極実践 至誠責任」 

（３）教 育 目 標  ア 能力、適性を伸張し、主体的に行動する人間の育成 

           イ 技術、技能を尊重し、勤労を貴ぶ人間の育成 

           ウ 豊かな教養を育み、創造力豊かな人間の育成 

           エ 心身ともに健康で、自他を敬愛する人間の育成 

 
 

 
 

３ 

目
指
す
学
校
像 

(1)今年度の重

点目標 

重点目標 達成指標 

ア わかる授業の実践と授業と連動した課題 

を通して生徒個々の学力向上を図る 

・「わかりやすい授業である」と答えた生徒

の割合【98％以上】 

・互見授業の参加率【１００％】 

・考査前の家庭学習が1時間以上である生

徒の割合【60％以上】 

イ 基本的生活習慣の確立を図り、生徒一人 

一人が活躍する場を作る 

・皆勤・精勤率【70％以上】 

・「自分にはよいところがある」と答えた

生徒の割合【70％以上】 

ウ 学校いじめ対策組織の取組を中核とした 

いじめの防止 

・「学校生活が楽しい」と答えた生徒の割合 

【90％以上】 

エ キャリア教育を推進し、資格取得と生徒 

全員の進路希望の達成を目指す 

・希望する進路目標を達成した生徒の割合 

【100％】 

・一人2資格以上の取得【60%以上】 

オ 地域社会への参加と、保護者、中学生、地

域への情報発信に努める 

・ＰＴＡ総会出席率【20%以上】 

・校報「久慈工魂」の発行【月２回】 
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カ 安全安心な教育環境の整備と地域と連携

した復興教育を推進する 

・学校事故等の発生率【１％以内】 

・防災訓練、防災教育の実施【２回】 

・５Ｓの励行 

キ 教職員一人一人が誇りと使命感に溢れ、常

に自己研鑽に励む風通しのよい職場を作る 

・教職員の無事故無違反【95％以上】 

３ 

目

指

す

学

校

像 

(2)取組方針 

ア わかる授業の実践と授業と連動した課題を通して生徒個々の学力向上を図る。 

(ｱ) 生徒がＩＣＴを活用する授業推進のために、互見授業を取り入れ、授業力向上週間を

計画的に実施する。 

(ｲ) 授業アンケートを定期的に行い、自己評価及び授業力向上に取り組む。ＴＴを計画的

に取り入れ、生徒のつまずきに素早く対応し、理解力の向上に取り組む。 

(ｳ) 教科に関わる資格取得を奨励し、課外指導等を実施しながら、学習意欲を高める。 

イ 基本的生活習慣の確立を図り、生徒一人一人が活躍する場を作る。 

(ｱ) 巡回指導、整容指導、集会時の規律、公共物愛護、挨拶の励行、携帯電話の適正利用、

貴重品管理、いじめ防止等について継続的に指導する。 

(ｲ) 特別活動の充実のために、生徒会を中心に校外の清掃活動、行事に積極的に取り組ま

せるとともに、ボランティア活動へも積極的な参加を促す。 

(ｳ) 久慈工業高校として最終年度となり、「久慈工プライド」を持つ生徒を育成し、統合

新設校へ引き継ぐ。 

ウ 早期発見と解消に向けた適切な対処（適切な対処） 

(ｱ) いじめ防止対策推進法の理解と、法に則った対処を行う。 

(ｲ) 生徒との対話を重視し、いじめの未然防止や早期発見にかかわる取組を積極的に行

う。 

エ キャリア教育を推進し、資格取得と生徒全員の進路希望の達成を目指す。 

(ｱ) ３年間を見通した進路指導計画を策定し、組織的に進路指導を実施する。 

(ｲ) ２年生全員にインターンシップを実施し、勤労観・職業観を育成する。 

(ｳ) ジュニアマイスター顕彰制度を推奨し、計画的な資格取得を促す。 

オ 地域社会への参加と、保護者、中学生、地域への情報発信に努める。 

(ｱ) 地域清掃の実施と専門技術を生かした地域貢献の実施を計画的に進める。 

(ｲ) 校報を作成し、地域に発信することで学校に対する理解を深めてもらう取り組みを行

う。 

(ｳ) 「高校の魅力化促進事業」を活用し、生徒の地域理解の学習活動の充実と出前授業な

ど小中学生の本校に対する理解、進学意識の醸成を図る。 

カ 安全安心な教育環境の整備と地域と連携した復興教育を推進する。 

(ｱ) ５Ｓ（整理・整頓・清掃・清潔・躾）の励行と事故のない実習に努める。 

(ｲ) 学校の特色を生かしながら、地域と連携し「いわての復興教育」の推進を図る。 

キ 教職員一人一人が誇りと使命感に溢れ、常に自己研鑽に励む風通しのよい職場を作る。 

(ｱ) 校内研修会を計画的に実施する。 

(ｲ) コンプライアンスの定期的な取組を通して、教育公務員としての服務の醸成を図る。 

 


